
マックスフォース マグナム
チャバネゴキブリに対する任意摂食室内試験➀

検体（マックスフォース マグナムを注入した誤食防止容器）を
配置し、LT��、LT��、マックスフォース マグナムの喫食率を求
めた。LT��、LT��：それぞれ半数致死又は��％致死に至るま
での日数を示す。
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結果�

考察�

マックスフォース マグナムは対照薬剤に比べ、半数致死時間（LT��）は、ほぼ同等であったが、��%致死時間（LT��）に関し
ては有意に優れていた。マックスフォース マグナムは試験開始後�日で食べつくされ、対照薬剤の��日後の��.�%に比べて
非常に高い喫食率を示した。

マックスフォース マグナムは高い喫食性と、確実な致死効果（��%致死時間）を持つ優れたゴキブリ用ベイト剤ということ
がわかった。

試験容器（�㎡、ブリキ製）にチャバネゴキブリ雌雄成虫（各��頭、合計���頭）を一昼夜以上放置した。前処理
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